
 
 

 

令和４年千葉市教育委員会会議 

第１回臨時会会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉市教育委員会 



 

令和４年千葉市教育委員会会議第１回臨時会会議録 

 

日時  令 和 ４ 年 ３ 月 ２ 日 （水） 

    午後３時００分開会 

    午後３時１７分閉会 

場所 教 育 委 員 会 室 

 

 

出席委員 教 育 長 磯野 和美 

     委 員 藤川 大祐 

     委 員 竹田  賢 

     委 員 高津 乙郎 

     委 員 大山 尋美 

 

出席職員  

 

 

 

書  記  

 

 

 

教 育 次 長 宮本 寿正 

教 育 総 務 部 長 香取 徹哉 

学 校 教 育 部 長 鶴岡 克彦 

生 涯 学 習 部 長 佐々木敏春 

総 務 課 長 山口美登里 

教 育 職 員 課 長 吉田 悦子 

総 務 課 課 長 補 佐 志賀 二郎 

総務課総務班主査 猪飼 恭平 

総 務 課 主 任 主 事 松元 秀之  



 

１ 開会 

磯野教育長より開会を宣言 

２ 会議の成立 

過半数の委員の出席により会議成立 

３ 会議録署名人の指名 

磯野教育長より大山委員を指名 

４ 会期の決定 

令和４年３月２日（１日間）とすることで全委員異議なく決定 

５ 会議録の承認 

  令和３年第１１回定例会会議録、第１２回定例会会議録を全委員異議なく承認 

６ 議事日程の決定 

議事日程を全委員異議なく決定 

７ 非公開審議の決定 

議案第６号を非公開審議とする旨決定 

８ 議事の概要 

 (1) 議決事項 

議案第６号 職員の人事について 

吉田教育職員課長より説明があった後、全委員異議なく、原案どおり可決し

た。 

 (2) 発言の要旨 

  議案第６号 職員の人事について 

   磯野教育長 議案第６号「職員の人事について」、教育職員課長、説明をお

願いします。 

吉田教育職員課長 教育職員課でございます。 

議案第６号「職員の人事について」ですが、当該議案は令和４

年３月３１日付け及び同年４月１日付け千葉市立小学校、中学校、

特別支援学校及び中等教育学校の校長、副校長及び教頭の管理職

人事発令につきまして、千葉市教育委員会組織規則第８条第４号

の規定に基づき、議決を求めるものです。 

本年４月１日付けの管理職の人事発令におきましては、「令和

３年度末及び令和４年度公立学校教職員人事異動方針」に基づき、

特に次の事項に配慮しました。 

（１）大幅交替期を踏まえ、特に責任感と管理能力に優れ、高い

識見を有した管理職の登用に努めたこと。 



 

（２）本市学校教育の安定的運営を図るために、再任用校長を継

続６人、新規１１人、計１７人を登用したこと。 

（３）学校のマネジメント機能の強化を図るために、新たに４校、

教頭の複数配置を拡大したこと。 

（４）教育効果を高め、調和的な学校運営が行われるよう、適材

適所の管理職人事を推進したこと。 

（５）１０年後を見据えて、若手を積極的に登用したこと。 

（６）女性管理職の登用について、積極的に推進したこと。 

なお、管理職登用にあたり、原則、同一校での昇任は行ってお

りません。 

それでは、お手元の人事異動一覧に従いまして「校長の部」か

ら説明いたします。 

まず、３ペ－ジにあります「１ 退職」ですが、「院内小学校 

谷 直樹」はじめ３９人です。内訳としては、小学校３１人、中

学校８人であり、そのうち「生浜西小学校 前田 真帆」はじめ

９人の女性校長が退職となります。なお、退職校長３９人の平均

在職年数は、約２．８年となっております。 

次に４ページにあります「２ 新任」ですが、現「教育センタ

ー 主任指導主事 青木 雅之」を検見川小学校校長に昇格させ

るのをはじめ、３４人を昇格させたいと考えています。内訳とし

ては、小学校２７人、中学校６人、特別支援学校１人です。新任

校長のうち、最年少は、現「教育指導課 指導主事 仲村 純子」

はじめ９人の●●歳、また、●●歳の校長は、現「更科小学校 教

頭 小高 保」はじめ４人です。また新任校長の平均年齢は、約

５６．２歳です。 

女性の登用ですが、新任校長は１８人で、これにより、女性校

長の全体の数は４６人となり、今年度より１３人の増となります。 

次に、「３ 転出」ですが、県との人事交流を終えて、現「都

賀の台小学校 校長 木梨 朋幸」が八千代市立勝田台小学校校

校長として転出いたします。また、新たな交流として、現「高洲

小学校 教頭 寺田 武央」が船橋市立海神南小学校長になりま

す。また、現「学事課 主任管理主事 村松 邦生」が市原市立

市東中学校へ、新任校長として赴任いたします。 

また、「４ 転入」ですが、人事交流を終えます、現「松戸市

立幸谷小学校 校長 石井 雅代」が磯辺小学校校長として、現

市原市立辰巳台西小学校 校長 海老原 研二」が千城台みらい



 

小学校校長として転入いたします。 

さらに、「５ 採用」ですが、こちらも県との人事交流で、現

「市原市立菊間中学校 教頭 齋藤 文孝」を大椎中学校校長と

 して、採用するものです。 

次に５ページにあります「６ 配置換」ですが、現「宮崎小

学校校長 宇井 高一」を園生小学校校長に配置換えするのを

はじめ、１６人を配置換えします。内訳ですが、小学校８人、

中学校８人です。 

次に「７ 再任用」ですが、新たに現「登戸小学校 校長 柳

橋 伸彦」を稲毛小学校校長に再任用するのをはじめ、１７人

を校長として再任用します。内訳は、再任用３年目が１人、２

年目が５人、１年目が１１人、また、現任校が１０人、配置換

えが７人となっております。 

「８ 配置換（行政から学校へ）」ですが、教育委員会から、

再度校長として学校現場に転任するのは、現「保健体育課 課

長 阿部 健一郎」を椿森中学校校長に配置換えするのをはじ

め、３人となっております。この３人の校長相当職としての事

務局在職年数は、平均、約２.３年となっています。 

次に「９ 配置換（学校から行政へ）」ですが、学校長から

教育委員会事務局に入る者です。現「さつきが丘東小学校 校

長 北島 正尋」はじめ２人です。これらの者の平均年齢は５

５歳、２人とも、以前に本市の教育委員会事務局を経験してお

ります。 

ここまでが校長の人事です。校長の人事の異動にあたりまし

ては、学校規模や学校の状況、また校長としての経験年数等を

配慮するとともに、過去に勤務経験があり学区を熟知している

学校であるか、また、研究指定校の有無や生徒指導上の課題等

を勘案しながら、専門教科やこれまでの経験、実績を踏まえま

して、適正な配置に努めたところでございます。また、特別支

援学校や特別支援学級設置校については、特別支援教育に長け

た校長を配置するなど、配慮したところもございます。 

次に、副校長ですが、現「緑町中学校 教頭 桒田 智晃」

を稲毛高校附属中学校へ新規に採用します。 

次に、６ページ「教頭の部」について説明します。 

まず、「１ 退職」ですが、「稲毛第二小学校 教頭 田中 

治美」をはじめ４人で、全員が定年退職であります。 



 

次に、「２ 新任」ですが、現「作新小学校 教諭 岡所 貴

志」を都賀小学校教頭に昇格させるのをはじめ、４０人を昇格

させたいと考えています。内訳は、小学校２３人、中学校１６

人、特別支援学校１人で、昇格者の年齢は、平均、約４６．２

歳で、昨年より１．３歳若くなりました。最年少は●●歳で現

「市立千葉高校 教諭 河邊 圭介」をはじめ１２人です 

なお、管外で教頭になる最年少は、現「緑町小学校 教諭 中

島 健介」で、●●歳となります。 

最年長は●●歳で現「千城台みらい小学校 教諭 畠山 久

江」が仁戸名小学校教頭に昇格となっております。 

また、女性の登用ですが、現「教育センター 指導主事 菊

池 麻里」を千城台南中学校教頭に昇格させるのをはじめ６人

です。 

これにより、令和３年度の女性教頭は新年度６６人から１４

人減り、５２人となります。 

次に、７ページになります。「３ 転出」ですが、県との人

事交流を終えて、「生浜西小学校 教頭 泉山 靖治」が市原

市立五井小学校に教頭として転出し、新たな交流として、現「緑

町小学校 教諭 中島 健介」が市原市立国分寺台東小学校へ

新任教頭として転出いたします。 

また、「４ 転入」ですが、県との交流を終えまして、現「松

戸市立東部小学校 教頭 樋口 光」が幕張小学校教頭、現「市

川市立平田小学校 教頭 村元 孝徳」がみつわ台北小学校教

頭、現「柏市立松葉第一小学校 教頭 鈴木 剛史」が打瀬小

学校教頭へ、それぞれ帰任いたします。 

次に「５ 採用」になりますが、県との人事交流により、「習

志野市教育委員会 学校教育課 管理主事 櫻井 智之」を高

洲中学校教頭として採用になります。 

次に、「６ 配置換」ですが、「大椎小学校 田島 明美」を

はじめ３７人です。 

校長の配置換えと同様、経験年数、教科等の専門性、学校規

模等、様々な要件を考慮して、適材適所の配置に努めるととも

に、新任の教頭につきましては、校長経験者との組み合わせ、

そして、教頭経験者について新任の校長と組み合わせるなど、

校長・教頭の経験年数に応じてバランスのとれた配置となるよ

うに配慮したところもございます。 



 

また、校長がマネジメント能力を発揮し，複雑化・多様化し

た課題を抱える学校を変え、学校の教育力を向上させていくた

めに、教頭の複数配置を拡大いたします。教頭の複数配置によ

り学力向上等の取組みや、児童生徒の指導や保護者との関わり

等をよりきめ細やかに行うことができるなど、学校運営体制や

指導体制の充実が期待されます。また、教頭の業務の多さ、忙

しさから考えますと、複数配置を拡大することは、働き方改革

につながる取組みと期待されております。 

新年度は、新たに、小中台小学校、都小学校、小中台中学校、

山王中学校を教頭複数配置とします。 

次に、８ページにあります「７ 配置換（学校から行政へ）」

ですが、教頭職から教育委員会事務局等へ異動する者は、現「新

宿小学校 教頭 鳥羽 波峰」をはじめ１４人です。これらの

者の平均年齢は５１．７歳となっております。 

「８ 配置換（行政から学校へ）」ですが、「青少年サポート

センター 担当課長補佐 國分 広太郎」が越智中学校教頭と

なります。 

最後に、管理職の推移につきましては、別表のとおりですの

で、ご確認ください。 

以上でございます。 

磯野教育長 審議に移りますが、質問等含め、何かありますか。 

 吉田教育職員課長 資料に訂正がございます。７ページの「６ 配置換」の３６

番、「大宮中学校 小幡 貴子」がおゆみ南中学校となってお

りますが、正しくは有吉中学校でございます。大変失礼いたし

ました。 

磯野教育長 他にご質問等ないようですので、議案第６号「職員の人事に 

ついて」を、原案どおり可決したいと考えますが、如何でしょ

うか。 

（「はい」という声あり） 

磯野教育長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

 

９ その他 

(1) 第３回定例会は、３月２３日 水曜日 午後２時からとした。 

 

10 閉会 

  磯野教育長より閉会を宣言 


